
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
は

多
様
化
す
る
災
害
や
、
急
増
す
る
救
急

要
請
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
最
新
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
集
結
し
た「
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
」。
１
１
９
番
通
報
か

ら
消
防
隊
到
着
ま
で
の「
空
白
の
時
間
」

を
短
縮
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
暮
ら

し
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

３
つ
の
安
心
ポ
イ
ン
ト

▼
ス
マ
ホ
の
映
像
で
現
場
を「
可
視
化
」

通
報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ

と
同
セ
ン
タ
ー
が
つ
な
が
る「
映
像
伝
送

シ
ス
テ
ム
」を
導
入

▼
位
置
情
報
特
定
の
向
上

最
新
の「
統
合
型
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
、
見
知
ら
ぬ
土
地
や
山
間
部
、
住

所
不
明
の
通
報
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
か
ら
場
所
を
特
定
し
ま
す

▼
最
速
部
隊
を
自
動
選
別

全
て
の
車
両
の
位
置
と
活
動
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
。
現
場
に「
１
秒
で

も
早
く
着
け
る
車
両
」を
瞬
時
に
判
断
し
、

出
動
指
令
を
か
け
ま
す

新
は
し
ご
車
の
導
入

３
月
17
日
、
南
消
防
署
に
30
㍍
級
先
端

屈
折
式
は
し
ご
車
を
配
備
し
ま
し
た
。
は

し
ご
の
先
端
を
屈
折
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
建
物
の
屋
上
や
奥
ま
っ
た
場
所
へ
の

進
入
、
障
害
物
を
避
け
て
の
進
入
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
は
し
ご
に
リ
フ
タ
ー
（
昇

降
装
置
）
を
搭
載
し
て
い
て
、
火
災
な
ど

で
建
物
の
高
所
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
よ

り
安
全
で
迅
速
に
救

助
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

車
体
の
両
側
面
に

は
、
金
御
岳
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
サ
シ

バ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。

多
様
な
通
報
体
制
の
整
備

令
和
７
年
中
の

１
１
９
番
受
信
件
数

は
１
万
６
０
２
０
件

で
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
多
様
化
す
る

災
害
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
１
１
９
番
通

報
の
受
け
付
け
や
、
災
害
現
場
の
映
像
伝

送
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
利
用
し
た
迅
速
な
情

報
収
集
に
取
り
組
み
、
消
防
活
動
を
よ
り

迅
速
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
音
声
に
よ
ら
な
い
通
報
手

段
の
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
な

ど
に
も
対
応
し
て
い
て
、
誰
も
が
通
報
し

や
す
い「
通
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

市
消
防
局
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
、
３

月
に
は
南
消
防
署
に
30
㍍
級
先
端
屈
折
式
は
し
ご
車
を
配
備
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
設

備
や
市
消
防
局
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
消
防
局
指
令
課　
☎
23
－
２
１
２
５　
警
防
救
急
課　
☎
22
－
８
８
８
３

R3 R5 R7

12,647
15,446 16,020

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

新
は
し
ご
車 

運
用
開
始

南消防署に配備した30ｍ級先端屈折式はしご車119番受信件数（件）

何
の
た
め
に
作
成
す
る
の
？

本
計
画
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く

法
定
計
画
で
す
。
未
指
定
の
文
化
財
も
含

め
て
地
域
の
大
切
な
財
産
と
し
て
捉
え
、

地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活

用
す
る
た
め
の
行
動
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
）
を
定
め
る
こ
と
で
、
持
続
的
に

保
存
・
継
承
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
地
域
資
源
と
は
？

未
指
定
の
身
近
な
も
の
も
含
め
た
有

形
・
無
形
の
文
化
財
。
例
え
ば
次
の
よ
う

な
も
の
が
対
象
で
す
。

・�
寺
社
な
ど
の
建
造
物

・�

絵
画
、
彫
刻
な
ど
の

美
術
工
芸
品

・�

古
文
書
な
ど
の
歴
史

資
料
や
遺
跡
か
ら
出

土
す
る
考
古
資
料

・�

熊く
ま

襲そ

踊
や
弥
五
郎
ど
ん
ま
つ
り
な
ど
の

民
俗
芸
能
や
伝
統
行
事

・�

農
業
や
漁
業
、
畜
産
な
ど
で
使
用
さ
れ

た
道
具

・
関
の
尾
の
甌
穴
や
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ

・
城
跡
・
古
墳

・�

里
山
や
棚
田
、

用
水
路

・
石
垣
や
石
蔵

・�

方
言
・
郷
土
料

理

ど
の
よ
う
に
作
成
す
る
の
？

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
各
地
区

で
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
文
化
財
所
有
者
・
管
理
者
な
ど
の

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
す
。

完
成
し
た
ら
ど
う
な
る
？

◉
保
存
と
活
用
の
継
続　

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
る
こ
と
で
、
適
切
な
保
存
や
活
用
、

次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◉
協
力
体
制
の
構
築　

文
化
財
の
所
有
者
・
管
理
者
や
地
域
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、地
域
資
源
を
守
り
、

生
か
し
て
い
く
た
め
の
組
織
的
な
仕
組
み

が
で
き
ま
す
。

◉
具
体
的
な
課
題
解
決　

担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
作

成
し
た
行
動
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

完
成
時
期
は
？

令
和
９
年
度
末
ま
で
に
完
成
予
定
。

令
和
10
年
度
に
国
の
認
定
を
受
け
る
予

定
で
す
。

市内にはさまざまな分野の文化財が
あり、中には把握されていないことで
活用機会を逃している可能性がありま
す。本計画を作成することで、地域資
源の一つとして文化財を保存しながら
活用し、さらなる地域活性化につなが
ることを期待します。

文化財を活用して地域活性化

本市には、古くから伝わる祭りや建物、豊かな自然、そして代々
受け継がれてきた知恵や技術など、多くの宝（文化財）があります。
市では現在、これらを地域全体で大切に守り、次世代へ引き継

いでいくために本計画を作成しています。今回は、目的や対象な
ど本計画の概要について紹介します。

◎問い合わせ　文化財課　☎23‒9547

都城市
文化財保存活用地域計画

作成しています！

田中 滉太郎さん

文化財課
主査

紺
こん

糸
いと

威
おどし

紫
むらさき

白
しろ

肩
かた

裾
すそ

胴
どう

丸
まる

（重要文化財）

【谷川】田の神（市指定有形文化財） 青花磁器瓶一対（市指定有形文化財）

関の尾の甌穴（国指定天然記念物）

消防力を強化！
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